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Ⅰ.　臨湖実験施設研究発表
1.　ハクレンはアオコを制御できるか？
2.　直列多槽式溶出測定装置による霞ヶ浦隔離水界実験における底泥からの栄養塩溶出測定
3.　富栄養化湖沼で発生するアオコ由来有毒物質Microcystinの現存量の実態調査
4.　微生物担体によるカビ臭物質2-MIBの生分解特性
5.　生物膜法による藻類由来トリハロメタン前駆物質の除去特性
6.　東京湾浅海域での生物による水質浄化機能　Ⅰ.　底生生物の分布と生息環境
7.　霞ヶ浦のペヘレイ定着とその将来
8.　霞ヶ浦における溶存態有機物の挙動
9.　琵琶湖湖水中の溶存有機物特性
10.　湖沼の有機汚濁指標
11.　霞ヶ浦におけるメタン酸化-5年間の調査でわかったこと-
12.　GISを用いた阿見町水質管理システムの開発
Ⅱ.　シンポジウム「湖沼の新しい管理方法をめぐって」
1.　流域発生負荷対策-滋賀県での事例を中心として-
2.　湖沼モニターの利用について
3.　魚から見た水環境・ハリヨの視点から
Ⅲ.　資料
1.　霞ヶ浦臨湖実験施設取水塔水質モニター
2.　第12回霞ヶ浦臨湖実験施設研究発表会参加者名簿
3.　平成8年度施設利用計画
4.　施設を利用した研究成果の一覧
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